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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給湯装置と、
　前記給湯装置を給湯運転が可能な運転モードと給湯運転が不能な待機モードとに切替え
るための運転スイッチと、表示器とを有して、前記給湯装置を遠隔操作する給湯リモコン
と
を備えた給湯システムにおいて、
　計時部と、
　前記給湯システムにおけるエネルギーの使用量を積算するエネルギー使用量積算部と、
　前記運転スイッチが操作されたときに、前記エネルギー使用量積算部による積算結果に
基づいて、該操作がなされた当日又は該当日の前日におけるエネルギー使用量を前記表示
器に表示させるエネルギー表示部とを備え、
　前記エネルギー表示部は、前記運転スイッチによる前記運転モードから前記待機モード
への切替え操作が午前中になされたときは、該操作がなされた当日の前日におけるエネル
ギー使用量を前記表示器に表示し、該操作が午後になされたときには、該操作がなされた
当日におけるエネルギー使用量を前記表示器に表示させることを特徴とする給湯システム
。
【請求項２】
　給湯装置と、
　前記給湯装置を給湯運転が可能な運転モードと給湯運転が不能な待機モードとに切替え
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るための運転スイッチと、表示器とを有して、前記給湯装置を遠隔操作する給湯リモコン
と
を備えた給湯システムにおいて、
　計時部と、
　前記給湯システムにおけるエネルギーの使用量を積算するエネルギー使用量積算部と、
　前記運転スイッチが操作されたときに、前記エネルギー使用量積算部による積算結果に
基づいて、該操作がなされた当日又は該当日の前日におけるエネルギー使用量を前記表示
器に表示させるエネルギー表示部とを備え、
　前記エネルギー表示部は、
　前記運転スイッチによる前記運転モードから前記待機モードへの切替え操作が、該操作
がなされた当日における前記運転スイッチの１回目の操作として、該当日の午前中になさ
れたときは、該当日の前日におけるエネルギー使用量を前記表示器に表示し、
　前記運転スイッチによる前記運転モードから前記待機モードへの切替え操作が、該操作
がなされた当日における前記運転スイッチの２回目以降の操作であるとき、又は、該操作
が該当日の午後にされたときには、該操作がなされた当日におけるエネルギー使用量を前
記表示器に表示することを特徴とする給湯システム。
【請求項３】
　給湯装置と、
　前記給湯装置を給湯運転が可能な運転モードと給湯運転が不能な待機モードとに切替え
るための運転スイッチと、表示器とを有して、前記給湯装置を遠隔操作する給湯リモコン
と
を備えた給湯システムにおいて、
　計時部と、
　前記給湯システムにおけるエネルギーの使用量を積算するエネルギー使用量積算部と、
　前記運転スイッチが操作されたときに、前記エネルギー使用量積算部による積算結果に
基づいて、該操作がなされた当日又は該当日の前日におけるエネルギー使用量を前記表示
器に表示させるエネルギー表示部とを備え、
　前記給湯装置は、前記運転モード及び前記待機モードにおいて、温水暖房端末器に温水
を供給する機能を有し、
　前記エネルギー表示部は、前記運転スイッチによる前記待機モードから前記運転モード
への切替え操作が、該操作がなされた当日における前記運転スイッチの１回目の操作とし
て、該当日の午前中になされたときに、該当日の前日におけるエネルギー使用量を前記表
示器に表示することを特徴とする給湯システム。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のうちいずれか１項に記載の給湯システムにおいて、
　前記給湯装置は、浴槽に所定量の湯を供給する湯張り運転を実行する機能を有し、
　前記給湯リモコンは、前記湯張り運転の実行を指示するための湯張りスイッチを有して
、
　前記エネルギー表示部は、前記湯張りスイッチが操作されたときに、該操作がなされた
当日におけるエネルギー使用量を前記表示器に表示することを特徴とする給湯システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エネルギー使用量の表示を行う給湯システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、リモコンと空気調和機本体とにより構成された空気調和機において、リモコ
ンの表示器に電気料金を表示するようにした構成が提案されている（例えば、特許文献１
参照）。
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【０００３】
　特許文献１の空気調和機では、空調運転中に使用者がリモコンの停止ボタンを操作し、
この操作に応じて空気調和機本体が空調運転を停止したときに、空気調和機本体からリモ
コンに対して、この空調運転の開始から停止までの間に使用された電力に応じた電気料金
のデータを送信する。そして、このデータを受信したリモコンが、空調運転に要した電気
料金を表示する。
【０００４】
　このように、使用者が停止ボタンを操作したときに、空調運転に要した電気料金を表示
して、停止ボタンを操作している使用者に電気料金を視認させることにより、使用者の省
エネ意識が高まることが期待できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２７８６９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　給湯システムにおいて給湯装置を遠隔操作する給湯リモコンにおいても、給湯リモコン
の運転スイッチ（給湯運転が可能な運転モードと、給湯運転が不能な待機モードとの切替
えを指示するためのスイッチ）がオフ操作（運転モードから待機モードへの切替えを指示
する操作）された時に、運転スイッチがオン操作（待機モードから運転モードへの切替え
を指示する操作）された時からオフ操作された時までの間における、給湯システムのエネ
ルギー使用量（電気、ガス、水、これらのＣＯ2換算値等）を表示することが考えられる
。
【０００７】
　しかし、給湯リモコンに備えられた運転スイッチは、給湯装置を運転モードと待機モー
ドとに切替えるものであって、給湯運転の開始と停止を指示するものではない。すなわち
、給湯運転は、運転モードにおいて給湯栓が開けられたときに開始され、給湯栓が閉じら
れたときに停止する。
【０００８】
　そして、使用者が、給湯リモコンの運転スイッチを操作して給湯装置を運転モードと待
機モードに切替えるタイミングは一様ではなく、使用者の生活パターンや行動によって相
違する。例えば、起床時に運転モードにして就寝時に待機モードにする使用者の場合には
、起床時刻や就寝時刻によって切替えタイミングが変動する。
【０００９】
　また、使用者が、外出時に待機モードにして帰宅時に運転モードにする場合や、就寝時
に待機モードにするのを忘れる場合もある。或いは、湯の使用に際してこまめに運転モー
ドと待機モードを切替える使用者がいる一方で、ほとんど運転モードにしたままで給湯装
置を使用し、滅多に待機モードにすることがない使用者もいる。
【００１０】
　そのため、上述した特許文献１の空気調和機と同様に、運転スイッチがオン操作されて
からオフ操作されるまでの間におけるエネルギー使用量を表示したときには、エネルギー
使用量の算出対象期間がまちまちになる。
【００１１】
　この場合、使用者としては、運転スイッチをオン操作した時点を覚えていなければ、ど
の期間におけるエネルギー使用量が表示されているかが分らないため、表示されているエ
ネルギー使用量を評価することができない。そのため、使用者の省エネ意識を高めること
ができないという不都合がある。
【００１２】
　本発明はかかる背景を鑑みてなされたものであり、使用者の省エネ意識を高めることが
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態様で、エネルギー使用量を給湯リモコンに表示する給湯システムを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は上記目的を達成するためになされたものであり、給湯装置と、前記給湯装置を
給湯運転が可能な運転モードと給湯運転が不能な待機モードとに切替えるための運転スイ
ッチと、表示器とを有して、前記給湯装置を遠隔操作する給湯リモコンとを備えた給湯シ
ステムに関する。
【００１４】
　そして、計時部と、前記給湯システムにおけるエネルギーの使用量を積算するエネルギ
ー使用量積算部と、前記運転スイッチが操作されたときに、前記エネルギー使用量積算部
による積算結果に基づいて、該操作がなされた当日又は該当日の前日におけるエネルギー
使用量を前記表示器に表示させるエネルギー表示部とを備える。
【００１５】
　上記構成によれば、使用者が前記給湯リモコンの前記運転スイッチを操作したタイミン
グで、前記エネルギー表示部により、前記運転スイッチが操作された当日又はその前日に
おけるエネルギー使用量が前記給湯リモコンの前記表示器に表示される。この場合、前記
給湯リモコンを見ながら前記運転スイッチを操作している使用者に対して、給湯システム
におけるエネルギー使用量を１日単位で認識させることができるため、使用者に湯の使い
過ぎ等を自覚させて使用者の省エネ意識を高めることができる。
【００１６】
　なお、エネルギー使用量としては、物理量（ガス，水に対するｍ3、電気に対するワッ
ト等）を用いてもよく、料金（ガス料金、水道料金、電気料金等）を用いてもよい。また
、前日におけるエネルギー使用量とは、前日の午前０時から２４時間が経過するまでの間
に使用されたエネルギー量（積算値）を意味し、当日におけるエネルギー使用量とは、当
日の午前０時から運転スイッチ等が操作された時点までの間に使用されたエネルギー量（
積算値）を意味する。
【００１７】
　そして、上記構成において、前記エネルギー表示部は、前記運転スイッチによる前記運
転モードから前記待機モードへの切替え操作が午前中になされたときは、該操作がなされ
た当日の前日におけるエネルギー使用量を前記表示器に表示し、該操作が午後になされた
ときには、該操作がなされた当日におけるエネルギー使用量を前記表示器に表示させるこ
とを特徴とする（第１発明）。
【００１８】
　第１発明によれば、前記運転スイッチが操作された当日又はその前日のうち、使用者の
記憶に新しい直近の給湯装置の使用状況に応じた１日分となる方のエネルギー使用量を、
使用者に認識させて、使用者の省エネ意識を高めることができる。
【００１９】
　例えば、就寝時刻が遅く、前記運転スイッチを操作して前記給湯装置を運転モードから
待機モードに切替える時刻が午前０時を過ぎる使用者に対しては、前日のエネルギー使用
量を、直近の給湯装置の使用状況に応じた１日分のエネルギー使用量として認識させるこ
とができる。一方、就寝時刻が早く、前記運転スイッチを操作して給湯装置を運転モード
から待機モードに切替える時刻が午前０時前である使用者に対しては、当日のエネルギー
使用量を、直近の給湯装置の使用状況に応じた１日分のエネルギー使用量として認識させ
ることができる。
【００２０】
　また、上記構成において、前記エネルギー表示部は、前記運転スイッチによる前記運転
モードから前記待機モードへの切替え操作が、該操作がなされた当日における前記運転ス
イッチの１回目の操作として、該当日の午前中になされたときは、該当日の前日における
エネルギー使用量を前記表示器に表示し、前記運転スイッチによる前記運転モードから前
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記待機モードへの切替え操作が、該操作がなされた当日における前記運転スイッチの２回
目以降の操作であるとき、又は、該操作が該当日の午後にされたときには、該操作がなさ
れた当日におけるエネルギー使用量を前記表示器に表示することを特徴とする（第２発明
）。
【００２１】
　第２発明によれば、例えば、１日のうちに何度も前記運転スイッチを操作して、給湯装
置を運転モードと待機モードに切替える使用者に対して、午前中の１回目の前記運転スイ
ッチによる前記運転モードから前記待機モードへの切替え操作を行ったときに、前日の１
日分のエネルギー使用量を認識させることができる。
【００２２】
　一方、前記運転スイッチによる前記運転モードから前記待機モードへの切替え操作が午
後になされたとき、及びこの操作が当日の２回目以降の操作であるときには、既に使用者
がある程度湯を使用している状況であると想定される。そのため、このときには、使用者
に当日のエネルギー使用量を認識させて、当日の残り時間でのエネルギー使用量を控える
ことを促すことができる。
【００２３】
　また、上記構成において、前記給湯装置は、前記運転モード及び前記待機モードにおい
て、温水暖房端末に温水を供給する機能を有し、前記エネルギー表示部は、前記運転スイ
ッチによる前記待機モードから前記運転モードへの切替え操作が、該操作がなされた当日
における前記運転スイッチの１回目の操作として、該当日の午前中になされたときに、該
当日の前日におけるエネルギー使用量を前記表示器に表示することを特徴とする（第３発
明）。
【００２４】
　第３発明においては、前記給湯装置が待機モードであるときにも、前記給湯装置から前
記温水暖房端末への温水の供給によりエネルギーが使用される場合がある。そこで、運転
スイッチによる待機モードから運転モードへの切替え操作が午前中になされ、且つ、この
操作が当日における運転スイッチの１回目の操作であって、使用者が起床して最初に運転
スイッチを操作したと想定されるときに、前日分のエネルギー使用量を前記表示器に表示
することによって、待機モード中の温水暖房端末器への温水供給に伴うエネルギー使用を
含めたエネルギー使用量を、使用者に認識させることができる。
【００２５】
　また、第１発明から第３発明のうちのいずれかにおいて、前記給湯装置は、浴槽に所定
量の湯を供給する湯張り運転を実行する機能を有し、前記給湯リモコンは、前記湯張り運
転の実行を指示するための湯張りスイッチを有して、前記エネルギー表示部は、前記湯張
りスイッチが操作されたときに、該操作がなされた当日におけるエネルギー使用量を前記
表示器に表示することを特徴とする（第４発明）。
【００２６】
　第４発明によれば、前記給湯装置を常時運転モードにして使用し、前記運転スイッチを
操作することが稀である使用者に対しても、入浴のために毎日操作される可能性が高い前
記湯張りスイッチが操作されたときに、当日分のエネルギー使用量を認識させて、省エネ
意識を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】給湯システムの構成図。
【図２】図１に示した給湯リモコンの構成図。
【図３】給湯リモコンにおける使用エネルギーの選択画面の説明図。
【図４】給湯リモコンにおけるエネルギー使用量の表示画面の説明図。
【図５】第１実施形態におけるエネルギー使用量表示のフローチャート。
【図６】第１実施形態におけるエネルギー使用量の表示タイミングの説明図。
【図７】第２実施形態におけるエネルギー使用量表示のフローチャート１。
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【図８】第２実施形態におけるエネルギー使用量表示のフローチャート２。
【図９】第２実施形態におけるエネルギー使用量の表示タイミングの説明図。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明の実施形態について、図１～図９を参照して説明する。図１を参照して、本実施
形態の給湯システムは、給湯装置１と、給湯装置１を遠隔操作するための給湯リモコン５
０と、給湯装置１から循環供給される温水を熱源とする温水暖房端末２８（床暖房機、温
風暖房機等）とを備えている。
【００２９】
　給湯装置１は、ガスバーナ（図示しない）により加熱される熱交換器（給湯熱交換器、
追焚き熱交換器、暖房熱交換器、図示しない）を有し、給水管（図示しない）から供給さ
れる水を給湯熱交換器で加熱して設定温度（給湯リモコン５０により設定される）の湯を
、先端に給湯栓２１が接続された給湯管２０に供給する給湯運転と、浴槽２５内の湯水を
風呂往き管２３及び風呂戻り管２４と追焚き熱交換器を介して循環加熱する追焚き運転と
、温水暖房端末２８に暖房往き管２６及び暖房戻り管２７と暖房熱交換器を介して所定温
度の温水を循環供給する暖房運転とを実行する機能を有している。また、給湯装置１は、
風呂往き管２３及び風呂戻り管２４を介して、浴槽２５に設定量分の湯を供給する自動湯
張り運転を実行する機能を有している。
【００３０】
　給湯装置１は、図示しないＣＰＵ、メモリ等により構成された電子ユニットであるコン
トローラ１０を備えている。コントローラ１０は、商用電源（図示しない）から供給され
る電力によって作動し、メモリに保持された給湯システムの制御用プログラムをＣＰＵで
実行することによって、給湯システムの全体的な作動を制御する。
【００３１】
　また、コントローラ１０は、時間を計測する計時部１１、給湯システムにおけるエネル
ギー（燃料ガス、電気、水、及びこれらのＣＯ2換算値）の使用量を積算してメモリに保
持するエネルギー使用量積算部１２と、エネルギー使用量を給湯リモコン５０の表示器６
０に表示するエネルギー表示部１３として機能する。
【００３２】
　給湯リモコン５０は、給湯リモコンケーブル５１により給湯装置１のコントローラ１０
と通信可能に接続され、給湯装置１の運転状況等を表示する表示器６０と、給湯装置１を
運転モードと待機モードに切替えるための運転スイッチ５２と、自動湯張り運転の開始を
指示するための湯張りスイッチ５３等を備えている。給湯リモコン５０の詳細については
後述する。
【００３３】
　コントローラ１０は、給湯リモコン５０との通信によって、給湯リモコン５０の各スイ
ッチの操作状況を認識する。また、コントローラ１０から給湯リモコン５０に送信される
制御信号によって、給湯リモコン５０の表示状態が制御される。
【００３４】
　ここで、運転モードにおいては、給湯装置１の給湯運転、追焚き運転、自動湯張り運転
、及び暖房運転が可能であり、給湯リモコン５０の全てのスイッチの操作が可能である。
一方、待機モードにおいては、給湯装置１の暖房運転のみが可能であり、給湯リモコン５
０の運転スイッチ５２のみの操作が可能である。
【００３５】
　温水暖房端末２８は、暖房端末ケーブル２９により給湯装置１のコントローラ１０と通
信可能に接続され、暖房リモコンケーブル３１により暖房リモコン３０と通信可能に接続
されている。
【００３６】
　温水暖房端末２８は、暖房リモコン３０の操作に応じて、コントローラ１０に暖房運転
の開始／停止を指示する信号を送信し、この信号に応じて、コントローラ１０は、暖房往
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き管２６及び暖房戻り管２７を介した温水の供給／停止を切替える。また、運転モードに
おいては、給湯リモコン５０の浴室暖房スイッチ７５（図２（ａ）参照）の操作に応じて
、コントローラ１０は、温水暖房端末２８に暖房運転の開始／停止を指示する信号を送信
して、暖房往き管２６及び暖房戻り管２７を介した温水の供給／停止を切替える。
【００３７】
　次に、図２（ａ）を参照して、給湯リモコン５０は、運転スイッチ５２と湯張りスイッ
チ５３の他に、追焚き運転の実行を指示するための追焚きスイッチ５４と、他のリモコン
（図示しない）との間でインターホン通話を行うための通話スイッチ５５と、自動湯張り
運転の予約を設定するためのふろ予約スイッチ７３と、音声出力の音量を設定するための
音声音量スイッチ７４と、浴室暖房機（本発明の温水暖房端末に相当する）の暖房運転の
開始／停止を指示するための浴室暖房スイッチ７５と、後述するエネルギー使用量の表示
を指示するためのエネルック（登録商標）スイッチ７６と、時刻設定を行う時刻設定モー
ドへの切替えを指示するための現在時刻スイッチ７７と、暖房運転時のバーナの最大燃焼
量を減少させて燃焼音を小さくすることを指示するための静音運転スイッチ７８と、各種
設定値（給湯温度、現在時刻等）を変更するためのＵＰスイッチ７２及びＤＯＷＮスイッ
チ７１と、変更を確定するための決定スイッチ７０とを備えている。
【００３８】
　また、給湯リモコン５０は、給湯装置１の運転状況等を表示する表示器６０と、使用湯
量に応じて点灯態様が変化するエコ表示部６１と、給湯温度が所定温度（例えば７０℃）
以上であるときに点灯する高温表示部６２と、いずれかのバーナが燃焼中であるときに点
灯する燃焼表示部６３と、エネルギー使用量の１日あたりの目標値に対する使用実績をバ
ーインジケータにより表示するインジケータ表示部６４とを備えている。
【００３９】
　運転モードであるときに、給湯リモコン５０は、図２（ａ）に示したように、表示器６
０に給湯温度（４１℃を例示）と現在時刻（ＡＭ１０：００を例示）を表示する。図２（
ａ）の表示状態では、使用者はインジケータ表示部６４を視認することにより、目標値に
対するエネルギーの使用状況を認識することができる。
【００４０】
　エネルック（登録商標）スイッチ７６が操作されたときに、エネルギー表示部１３は、
図２（ｂ）に示したように、給湯リモコン５０の表示器６０の表示をエネルギー使用量に
切替える。図２（ｂ）は、エネルギーとしてガスが選択されている場合を示しており、今
日のガスの使用量（１００円を例示）が表示されている。
【００４１】
　なお、図２（ｂ）では、エネルギーの使用量を料金で示しているが、物理単位（ガス，
水，ＣＯ２であればｍ3、電気であればワット等）で示すようにしてもよい。
【００４２】
　ここで、インジケータ表示部６４が表示対象とすると共に、運転スイッチ５２又は湯張
りスイッチ５３が操作されたときにエネルギー表示部１３が表示器６０に表示するエネル
ギーの種類（ガス、電気、水、ＣＯ２換算値）は、図３に示したように、エネルック（登
録商標）スイッチ７６、上スイッチ７２、下スイッチ７１、及び決定スイッチ７０の操作
によって、変更可能とされている。
【００４３】
　すなわち、使用者がエネルック（登録商標）スイッチ７６を長押し（例えば３秒間以上
の押圧状態の保持）すると、図３の８０に示したように、ガスの単価の設定画面が表示さ
れる。続いて、使用者がエネルック（登録商標）スイッチ７６を短押し操作する毎に、電
気の単価の設定画面、水の単価の設定画面、エネルギー使用量の目標値、…というように
、設定対象が切替わる。そして、各設定画面において、ＵＰスイッチ７２及びＤＯＷＮス
イッチ７１を操作して設定値の表示を変更し、決定スイッチ７０を操作することで、設定
値の変更が確定される。
【００４４】
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　使用者が、エネルック（登録商標）スイッチ７６を短押し操作して、図３の８１で示し
た使用エネルギーの設定画面を表示させ、ＵＰスイッチ７２及びＤＯＷＮスイッチ７１を
操作すると、使用エネルギーの表示をガス（図３の８１の表示状態）→電気（図３の８２
の表示状態）→水→ＣＯ２換算値→…、と切替わる。そして、使用者が決定スイッチ７０
を操作すると、表示されているエネルギー（ガス、電気、水、ＣＯ２のうちのいずれか）
が、使用エネルギーに設定される。
【００４５】
　また、エネルック（登録商標）スイッチ７６を短押ししたときには、図４の８５～８７
に示したように、今日のガスの使用量を表示するが、使用者が続けてエネルック（登録商
標）を操作する毎に、ガス→電気→水→ＣＯ２と、表示するエネルギーの種類が切替わる
。また、上スイッチ７２と下スイッチ７１の操作により、表示されるエネルギー量が、今
日の積算値→昨日の積算値→目標値と切替わる。
【００４６】
　なお、インジケータ表示部６４の表示において用いられるエネルギー使用量の目標値は
、上述したように、使用者の操作によって設定する場合の他、例えば、過去４日分の１日
当たりのエネルギー使用量の平均値に基づいて、コントローラ１０が設定するようにして
もよい。
【００４７】
　次に、エネルギー表示部１３は、運転スイッチ５２の操作に応じて、給湯リモコン５０
の表示器６０にエネルギー使用量を表示させる処理を行う。以下、この処理の第１実施形
態と第２実施形態について説明する。
【００４８】
　［第１実施形態］
　先ず、図５に示したフローチャートに従って、第１実施形態について説明する。
【００４９】
　エネルギー表示部１３は、ＳＴＥＰ１で運転スイッチ５２がオン操作（待機モードから
運転モードへの切替え操作）されるとＳＴＥＰ２に進む。そして、ＳＴＥＰ３で運転スイ
ッチ５２がオフ操作（運転モードから待機モードへの切替え操作）されるまで、ＳＴＥＰ
２で、目標値に対する当日のエネルギー使用量の割合に基づいてインジケータ表示部６４
を更新しながら表示する。
【００５０】
　ＳＴＥＰ３で運転スイッチ５２がオフ操作されたときにＳＴＥＰ４に進み、エネルギー
表示部１３は、このオフ操作がなされた時刻が午前中であるか否かを判断する。そして、
オフ操作がなされた時刻が午前中であったときは、ＳＴＥＰ１０に分岐し、エネルギー表
示部１３は、前日（オフ操作がなされた日の前日）におけるエネルギー使用量を、給湯リ
モコン５０の表示器６０に表示してＳＴＥＰ６に進む。ＳＴＥＰ６で、エネルギー表示部
１３は、インジケータ表示部６４を消灯してＳＴＥＰ１に戻る。
【００５１】
　一方、オフ操作がなされた時刻が午後であったときには、ＳＴＥＰ４からＳＴＥＰ５に
進み、エネルギー表示部１３は、オフ操作がなされた当日におけるエネルギー使用量を、
給湯リモコン５０の表示器６０に表示してＳＴＥＰ６に進む。
【００５２】
　図６（ａ），図６（ｂ）は、図５のフローチャートによる処理を行ったときのエネルギ
ー使用量の表示状況を示したものである。
【００５３】
　図６（ａ）は、使用者が夕方に運転スイッチ５２をオフ操作（運転モードから待機モー
ドへの切替え操作）し、翌朝に運転スイッチ５２をオン操作（待機モードから運転モード
への切替え操作）した例である。
【００５４】
　図６（ａ）では、午後のｔ11で運転スイッチ５２がオフ操作された時に、給湯リモコン
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５０の表示器６０に当日のエネルギー使用量が表示されている。この場合、ｔ11でのオフ
操作は、使用者が当日の湯の使用を終了して、運転スイッチ５２をオフ操作したと想定さ
れるため、当日のエネルギー使用量を表示することで、使用者に対してその日のエネルギ
ー使用実績を認識させて、省エネルギーに対する意識を高めることができる。
【００５５】
　また、図６（ｂ）は、使用者が深夜０時過ぎに運転スイッチ５２をオフ操作し、その日
の朝に運転スイッチ５２をオン操作し、さらに、その日の夜に運転スイッチ５２をオフ操
作した例である。
【００５６】
　図６（ｂ）では、午前のｔ21で運転スイッチ５２がオフ操作された時に、給湯リモコン
５０の表示器６０に前日のエネルギー使用量が表示され、午後のｔ23で運転スイッチがオ
フ操作された時に、給湯リモコン５０の表示器６０に当日のエネルギー使用量が表示され
ている。
【００５７】
　この場合、ｔ21でのオフ操作は、深夜に使用者が就寝前に運転スイッチ５２を操作した
ものと想定されるため、前日のエネルギー使用量を表示することで、使用者に対して前日
のエネルギーの使用実績を認識させて、省エネ意識を高めることができる。
【００５８】
　また、ｔ23でのオフ操作は、当日の湯の使用を終了して運転スイッチ５２を操作したと
想定されるため、当日のエネルギー使用量の積算値を表示することで、使用者に対して当
日のエネルギーの使用実績を認識させて、省エネルギーに対する意識を高めることができ
る。
【００５９】
　［第２実施形態］
　次に、図７，図８に示したフローチャートに従って、第２実施形態について説明する。
【００６０】
　エネルギー表示部１３は、ＳＴＥＰ２０で運転スイッチ５２がオン操作（待機モードか
ら運転モードへの切替え操作）されるとＳＴＥＰ２１に進む。そして、エネルギー表示部
１３は、ＳＴＥＰ２１で運転スイッチ５２のオン操作が、運転スイッチ５２の当日におけ
る１回目の操作であって、且つ、操作がなされた時刻が午前中であるか否かを判断する。
【００６１】
　そして、オン操作が、運転スイッチ５２の当日における１回目の操作であって、且つ、
操作がなされた時刻が午前中であったときはＳＴＥＰ３０に分岐し、エネルギー表示部１
３は、前日のエネルギー使用量の積算値を給湯リモコン５０の表示器６０に３秒間表示し
て、ＳＴＥＰ２２に進む。
【００６２】
　このように、午前中に、運転スイッチ５２の当日における１回目の操作がなされたとき
に、前日のエネルギー使用量の積算値を給湯リモコン５０の表示器６０に表示することに
よって、待機モード中に暖房運転が実行されていた場合に、この暖房運転により使用され
たエネルギー量を含めた前日分のエネルギー消費量を、使用者に認識させて、使用者の省
エネ意識を高めることができる。
【００６３】
　一方、オン操作が、運転スイッチ５２の当日における２回目以降の操作か、或いは操作
がなされた時刻が午後であったときにはＳＴＥＰ２２に進む。エネルギー表示部１３は、
ＳＴＥＰ２４で運転スイッチ５２がオフ操作（運転モードから待機モードへの切替え操作
）されるまで、ＳＴＥＰ２２～ＳＴＥＰ２４のループを繰り返し実行する。ＳＴＥＰ２２
で、エネルギー表示部１３は、目標値に対する当日のエネルギー使用量の割合に基づいて
インジケータ表示６４を更新しながら表示する。
【００６４】
　また、ＳＴＥＰ２３で、エネルギー表示部１３は、湯張りスイッチ５３がオン操作（自
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動湯張り運転の開始指示操作）されたか否かを判断する。そして、湯張りスイッチ５３が
オン操作されたときはＳＴＥＰ４０に分岐し、エネルギー表示部１３は、過去４８時間以
内に運転スイッチ５２がオフ操作されたか否かを判断する。そして、過去４８時間以内に
運転スイッチ５２がオフ操作されていないときはＳＴＥＰ４１に進み、過去４８時間以内
に運転スイッチ５２がオフ操作されていたときにはＳＴＥＰ２４に分岐する。
【００６５】
　ここで、運転スイッチ５２が過去４８時間以内にオフ操作されていないときは、使用者
が、給湯装置１を待機モードに切替えずに、運転モードのままで給湯装置１を使い続けて
いると想定される。そして、この場合には、上述した第１実施形態のように、運転スイッ
チ５２がオフ操作されたタイミングで、給湯リモコン５０の表示器６０にエネルギー使用
量の積算値を表示させて、使用者の省エネ意識を高めることができない。
【００６６】
　そこで、通常の使用者であれば、１日に１回、夜間に湯張りスイッチ５３をオン操作し
、自動湯張り運転により浴槽２５に湯張りをして入浴すると想定されることから、エネル
ギー表示部１３は、ＳＴＥＰ４１で、給湯リモコン５０の表示器６０に当日のエネルギー
使用量を表示する。
【００６７】
　これにより、使用者が給湯装置１を運転モードに維持して使用している場合であっても
、使用者が湯張りスイッチ５３をオン操作したタイミングで、給湯リモコン５０の表示器
６０に表示されたエネルギー使用量を視認させて、使用者の省エネ意識を高めることがで
きる。
【００６８】
　なお、ＳＴＥＰ４０での判断を行わず、湯張りスイッチ５３がオン操作されたときに、
常に給湯リモコン５０の表示器６０に当日のエネルギー使用量の積算値を表示するように
してもよい。
【００６９】
　ＳＴＥＰ２４で運転スイッチ５２がオフ操作されたときは、図８のＳＴＥＰ２５に進む
。ＳＴＥＰ２５で、エネルギー表示部１３は、オフ操作が運転スイッチ５２の当日におけ
る１回目の操作であって、且つ、操作がなされた時刻が午前中であったか否かを判断する
。
【００７０】
　そして、オフ操作が、運転スイッチ５２の当日における１回目の操作であって、且つ、
操作がなされた時刻が午前中であったときはＳＴＥＰ５０に分岐し、エネルギー表示部１
３は、前日のエネルギー使用量の積算値を給湯リモコン５０の表示器６０に３秒間表示し
て、ＳＴＥＰ２７に進む。ＳＴＥＰ２７で、エネルギー表示部１３は、インジケータ表示
部６４を消灯して図７のＳＴＥＰ２０に進む。
【００７１】
　一方、オフ操作が、運転スイッチ５２の当日における２回目以降の操作か、或いは操作
がなされた時刻が午後であったときにはＳＴＥＰ２６に進み、エネルギー表示部１３は、
当日のエネルギー使用量の積算値を給湯リモコン５０の表示器６０に３秒間表示して、Ｓ
ＴＥＰ２７に進む。
【００７２】
　図９（ａ）～図９（ｃ）は、図７～図８のフローチャートによる処理を行ったときのエ
ネルギー使用量の表示状況を示したものである。
【００７３】
　図９（ａ）は、使用者が夕方に運転スイッチ５２をオフ操作（運転モードから待機モー
ドへの切替え操作）し、翌朝に運転スイッチ５２をオン操作（待機モードから運転モード
への切替え操作）した例である。
【００７４】
　図９（ａ）では、午後のｔ31で運転スイッチ５２がオフ操作された時に、給湯リモコン
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５０の表示器６０に当日のエネルギー使用量が表示され、午前のｔ32で運転スイッチ５２
がオン操作（当日１回目の操作）された時に、給湯リモコン５０の表示器６０に前日のエ
ネルギー使用量が表示されている。また、午前のｔ33で運転スイッチ５２がオフ操作され
た時に、給湯リモコン５０の表示器６０に前日のエネルギー使用量が表示されている。
【００７５】
　このように、ｔ32で当日１回目の運転スイッチ５２のオン操作がなされたときに、前日
のエネルギー使用量を表示することにより、使用者に前日のエネルギーの使用実績を認識
させて、使用者の省エネ意識を高めることができる。
【００７６】
　また、午前のｔ33で運転スイッチ５２がオフ操作（当日２回目の運転スイッチ５２の操
作）されたときには、ｔ32で既に前日のエネルギー使用量の積算値が表示されて、使用者
は前日のエネルギーの使用実績を認識している。そこで、当日のエネルギー使用量の積算
値を表示することによって、当日のそれまでのエネルギーの使用実績を使用者に認識させ
て、使用実績に応じたその日の省エネを促すことができる。
【００７７】
　次に、図９（ｂ）は、使用者が深夜０時過ぎに運転スイッチ５２をオフ操作（運転モー
ドから待機モードへの切替え操作）し、その日の朝に運転スイッチ５２をオン操作（待機
モードから運転モードへの切替え操作）した例である。
【００７８】
　図９（ｂ）では、午前のｔ41で運転スイッチ５２がオフ操作（当日１回目の運転スイッ
チ５２の操作）された時に、給湯リモコン５０の表示器６０に前日のエネルギー使用量が
表示され、午後のｔ43で運転スイッチ５２がオフ操作された時に、給湯リモコン５０の表
示器６０に当日のエネルギー使用量が表示されている。
【００７９】
　この場合、ｔ41でのオフ操作は、深夜に使用者が就寝前に運転スイッチ５２を操作した
ものと想定されるため、前日のエネルギー使用量を表示することで、使用者に対して前記
のエネルギーの使用実績を認識させて、省エネ意識を高めることができる。
【００８０】
　また、午前ｔ42での運転スイッチ５２のオン操作は、当日２回目の運転スイッチ５２の
操作であるので、エネルギー使用量は表示されていない(図７のＳＴＥＰ２１の判断結果
がＮＯとなり、ＳＴＥＰ２２に進む）。
【００８１】
　次に、図９（ｃ）は、使用者が過去４８時間以内に運転スイッチ５２のオフ操作を行っ
ていない状態で、湯張りスイッチ５３を操作した例である。
【００８２】
　図９（ｃ）では、午後のｔ51で湯張りスイッチ５３がオン操作された時に、給湯リモコ
ン５０の表示器６０に当日のエネルギー使用量が表示されている。この場合、ｔ51での湯
張りスイッチ５３のオン操作は、使用者が夜間に入浴する際に行われたものと想定される
ため、当日のエネルギー使用量を表示することで、使用者に対して当日のエネルギーの使
用実績を認識させて、省エネ意識を高めることができる。
【００８３】
　なお、本実施形態では、給湯運転と追焚き運転と自動湯張り運転と温水暖房運転を行な
う機能を有する給湯装置１を用いた給湯システムを示したが、少なくとも給湯運転を行な
う機能を有した給湯装置と給湯リモコンを備え、給湯リモコンにより給湯装置を運転モー
ドと待機モードに切替えることが可能な給湯システムであれば、本発明の適用が可能であ
る。
【００８５】
　また、本実施形態では、図１に示したように、計時部１１とエネルギー使用量積算部１
２とエネルギー表示部１３を、給湯装置１に備えたが、これらの全て或いは一部を、給湯
リモコン５０に備えるようにしてもよい。
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【００８６】
　また、本実施形態では、ガスを熱源とする給湯システムを示したが、電気或いは石油等
他の種類の熱源を用いる給湯システムに対しても、本発明の適用が可能である。
【符号の説明】
【００８７】
　１…給湯装置、１０…コントローラ、１１…計時部、１２…エネルギー使用量積算部、
１３…エネルギー表示部、２８…温水暖房端末、５０…給湯リモコン、５２…運転スイッ
チ、５３…湯張りスイッチ、６０…表示器。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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